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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　プレゼンテーション資料を記憶するプレゼンテーション資料記憶部と，
　前記プレゼンテーション資料記憶部が記憶した前記プレゼンテーション資料に関連した
複数の関連語を記憶する関連語記憶部と，
　前記関連語記憶部が記憶した前記複数の関連語のそれぞれについて，次に用いることが
望ましい１又は複数の関連語である後続関連語に関する情報を記憶する後続情報記憶部と
，
　会話に含まれる単語を解析し，会話情報を得る用語解析部と，
　前記用語解析部が解析した単語が，前記複数の関連語のいずれかかであるか解析する，
関連語解析部と，
　前記プレゼンテーション資料を表示する表示部と，
　前記関連語解析部が解析した関連語である解析関連語に関する情報を用いて，前記後続
情報記憶部から前記解析関連語に関する前記後続関連語を選択する後続関連語選択部と，
　前記後続関連語選択部が選択した前記解析関連語に関する後続関連語を前記表示部に表
示させる後続関連語表示制御部と，
　を有する，プレゼンテーション支援システム。
【請求項２】
　プレゼンテーション資料を記憶するプレゼンテーション資料記憶部と，
　前記プレゼンテーション資料記憶部が記憶した前記プレゼンテーション資料に関連した
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複数の関連語を記憶する関連語記憶部と，
　前記関連語記憶部が記憶した前記複数の関連語のそれぞれについて，次に用いることが
望ましい１又は複数の関連語である後続関連語に関する情報を記憶する後続情報記憶部と
，
　会話に含まれる単語を解析し，会話情報を得る用語解析部と，
　前記用語解析部が解析した単語が，前記複数の関連語のいずれかかであるか解析する，
関連語解析部と，
　前記プレゼンテーション資料を表示する表示部と，
　前記関連語解析部が解析した関連語である解析関連語に関する情報を用いて，前記後続
情報記憶部から前記解析関連語に関する前記後続関連語を選択する後続関連語選択部と，
　を有する，プレゼンテーション支援システムであって，
　前記プレゼンテーション資料記憶部は，前記プレゼンテーション資料に含まれる各関連
プレゼンテーション資料を前記複数の関連語のいずれかと関連付けて記憶し，
　前記後続関連語選択部が選択した前記解析関連語に関する後続関連語に関する情報を用
いて，前記後続関連語に関連した前記関連プレゼンテーション資料を前記表示部に表示さ
せるための関連プレゼンテーション資料表示制御部をさらに有する，システム。
【請求項３】
　請求項１又は２に記載のプレゼンテーション支援システムであって，
　前記関連語解析部が解析した関連語を前記会話情報と関連させて記憶する使用関連語記
憶部をさらに有する，システム。
【請求項４】
　請求項１又は２に記載のプレゼンテーション支援システムであって，
　前記複数の関連語には，前記プレゼンテーション資料と関連して用いてはならない禁忌
語を含み，
　前記後続情報記憶部は，前記禁忌語と関連した後続関連語である修正語とを含み，
　前記関連語解析部が解析した単語が，前記禁忌語である場合は，前記表示部に前記修正
語を表示させる修正指導部をさらに有する，システム。
【請求項５】
　請求項１又は２に記載のプレゼンテーション支援システムであって，
　前記後続情報記憶部が記憶する後続関連語に関する情報は，
　前記プレゼンテーション資料に関連する複数の会話に含まれる複数の関連語の登場順を
解析することで更新される，システム。
【請求項６】
　請求項１又は２に記載のプレゼンテーション支援システムであって，
　前記後続情報記憶部は，
　前記後続関連語に関する情報を複数パターン記憶し，
　前記後続関連語選択部は，
　前記複数パターンのうちいずれかが選択された場合，前記選択されたパターンに関連す
る後続関連語を選択する，システム。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は，プレゼンテーション支援システムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　特開２００２－２５９６３５号公報には，議論参加者が議論する過程でなされた発言の
中からキーワードを図形オブジェクトとテキストとの組み合わせにより表示するシステム
が記載されている。
【０００３】
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　特開２０１７－２２４０５２号公報には，音声解析端末を用いたプレゼンテーション評
価装置が記載されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００２－２５９６３５号公報
【特許文献２】特開２０１７－２２４０５２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
通常のパワーポイント（登録商標）などのプレゼンテーション資料は，資料の順番が固定
されており，聴衆やプレゼンテーターの説明に応じて機動的にプレゼンテーション資料を
変動させることができない。また，プレゼンテーションは，正しい用語を用いていても，
会話の流れによって，説得力がある場合やそうでない場合がある。
【０００６】
このため，より魅力的なストーリーをもってプレゼンテーション資料をガイドできること
が望ましい。特に，プレゼンテーションで用いられた用語に応じてダイナミックにプレゼ
ンテーション資料を変動させることができるようにすることが望ましい。さらに，プレゼ
ンテーションを行った場合に，説明義務を果たしたことを容易にチェックできるようにす
ることが望ましい。この明細書は，これらの準備を行うことができるシステムや，これら
を行うことができるシステムのいずれかを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　関連語のつながりを分析し，ある関連語に関し，次に用いるべき関連語を表示させるこ
とで，より魅力的なプレゼンテーション資料を促すことができる。さらに，各用語を説明
したという記録を残すことができる。
【０００８】
　この明細書に記載されたある態様は，プレゼンテーション支援システム１に関する。こ
のプレゼンテーション支援システム１は，プレゼンテーション資料記憶部３と，関連語記
憶部５と，後続情報記憶部７と，用語解析部９と，関連語解析部１１と，表示部１３と，
後続関連語選択部１５とを有する。
【０００９】
　プレゼンテーション支援システム１
　プレゼンテーション支援システムは，話者（プレゼンテーター）がプレゼンテーション
資料を用いて説明やプレゼンテーションを行う際に，それを支援するためのコンピュータ
を用いたシステムである。プレゼンテーション支援システム１は，特に，プレゼンテータ
ーのプレゼンテーションをコンピュータにより音声認識し，音声認識したプレゼンテーシ
ョンに含まれる用語を用いて，次に表示することが望ましいプレゼンテーション資料（又
はその候補）をコンピュータが抽出することで，プレゼンテーションを臨機応変かつダイ
ナミックに行うことができるように支援するシステムに関する。
【００１０】
　プレゼンテーション資料記憶部３は，プレゼンテーション資料を記憶するための要素で
ある。
　関連語記憶部５は，プレゼンテーション資料記憶部３が記憶したプレゼンテーション資
料に関連した複数の関連語を記憶するための要素である。
　後続情報記憶部７は，関連語記憶部５が記憶した複数の関連語のそれぞれについて，次
に用いることが望ましい１又は複数の関連語である後続関連語に関する情報を記憶するた
めの要素である。
　用語解析部９は，会話に含まれる単語を解析し，会話情報を得るための要素である。
　関連語解析部１１は，用語解析部９が解析した単語が，複数の関連語のいずれかかであ
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るか解析するための要素である。
　表示部１３は，プレゼンテーション資料を表示するための要素である。
　後続関連語選択部１５は，関連語解析部が解析した関連語である解析関連語に関する情
報と，後続情報記憶部７から解析関連語に関する後続関連語を選択するための要素である
。
【００１１】
　このような構成を有するので，この態様のシステムは，プレゼンテーションに応じて，
臨機応変にプレゼンテーション資料の順番や用いる関連プレゼンテーション資料を適切に
調整する準備を行うことができる。
【００１２】
　上記のプレゼンテーション支援システム１のある好ましい態様は，後続関連語選択部１
５が選択した解析関連語に関する後続関連語を表示部１３に表示させる関連語表示制御部
１７をさらに有するものである。
【００１３】
　上記のプレゼンテーション支援システム１のある好ましい態様は，プレゼンテーション
資料記憶部３は，プレゼンテーション資料に含まれる各関連プレゼンテーション資料を複
数の関連語のいずれかと関連付けて記憶するものに関する。そして，そのシステムは，関
連プレゼンテーション資料表示制御部１９を有する。関連プレゼンテーション資料表示制
御部は，後続関連語選択部１５が選択した解析関連語に関する後続関連語に関する情報を
用いて，後続関連語に関連した関連プレゼンテーション資料を表示部１３に表示させるた
めの要素である。
　この関連プレゼンテーション資料表示制御部を有するので，この態様のシステムは，プ
レゼンテーションに応じて，臨機応変にプレゼンテーション資料の順番や用いる関連プレ
ゼンテーション資料を適切に調整し，表示できる。
【００１４】
　上記のプレゼンテーション支援システム１のある好ましい態様は，関連語解析部が解析
した関連語を会話情報と関連させて記憶する使用関連語記憶部２１をさらに有する。会話
情報（誰が誰に説明したかなど）と関連してどの関連語を話したかを記憶できるので，説
明責任を果たしたかを迅速にチェックできる。
【００１５】
上記のプレゼンテーション支援システム１のある好ましい態様は，複数の関連語には，プ
レゼンテーション資料と関連して用いてはならない禁忌語を含み，後続情報記憶部は，禁
忌語と関連した後続関連語に関する情報である修正語を含む。そして，そのシステムは，
　修正指導部２３をさらに有する。修正指導部２３は，関連語解析部が解析した単語が，
禁忌語である場合は，表示部１３に修正語を表示させる。修正指導部は，さらに何らかの
アラートを出力してもよい。
【００１６】
上記のプレゼンテーション支援システム１のある好ましい態様は，後続情報記憶部７が記
憶する後続関連語に関する情報は，プレゼンテーション資料に関連する複数の会話に含ま
れる複数の関連語の登場順を解析することで更新される。
例えば，成績の良かった担当者の会話を分析し，リコメンド（後続関連語）を更新するこ
とができる。
【００１７】
上記のプレゼンテーション支援システム１のある好ましい態様は，後続情報記憶部７は，
　後続関連語に関する情報を複数パターン記憶し，後続関連語選択部１５は，複数パター
ンのうちいずれかが選択された場合，選択されたパターンに関連する後続関連語を選択す
るものである。
【００１８】
　これにより，例えば，複数パターン（モード）として，標準モードや，敏腕モード，対
初心者モード，対専門家モード，朗らかモード，ゆっくりモードなど，複数のパターンを
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準備しておき，相手やプレゼンテーターの体調・好みに合わせて，プレゼンテーションを
行うことができることとなる。
【発明の効果】
【００１９】
この明細書によれば，より魅力的なストーリーをもってプレゼンテーション資料をガイド
できるシステムを提供できる。プレゼンテーションで用いられた用語に応じてダイナミッ
クにプレゼンテーション資料を変動させることができるシステムを提供できる。さらに，
プレゼンテーション資料を行った場合に，説明義務を果たしたことを容易にチェックでき
るシステムを提供できる。
【図面の簡単な説明】
【００２０】
【図１】図１は，プレゼンテーション支援システムの概略を示すブロック図である。
【図２】図２は，コンピュータの基本構成を示すブロック図である。
【図３】図３は，本発明のシステム例を示す概念図である。
【図４】図４は，プレゼンテーション支援方法の例を示すフローチャートである。
【図５】図５は，あるプレゼンテーション資料に関する関連語及び後続関連語の流れを説
明するための概念図である。
【図６】図６は，複数の後続関連語が表示部に表示された例を示す概念図である。
【発明を実施するための形態】
【００２１】
　以下，図面を用いて本発明を実施するための形態について説明する。本発明は，以下に
説明する形態に限定されるものではなく，以下の形態から当業者が自明な範囲で適宜修正
したものも含む。
【００２２】
　この明細書に記載されたある態様は，プレゼンテーション支援システム１に関する。
図１は，プレゼンテーション支援システムの概略を示すブロック図である。このプレゼン
テーション支援システム１は，プレゼンテーション資料記憶部３と，関連語記憶部５と，
後続情報記憶部７と，用語解析部９と，関連語解析部１１と，表示部１３と，後続関連語
選択部１５とを有する。このシステムは，後述する関連語表示制御部１７，関連プレゼン
テーション資料表示制御部１９，使用関連語記憶部２１及び修正指導部２３のいずれか又
は2つ以上を適宜含んでもよい。
このシステムは，コンピュータを含んでおり，以下説明する各要素はコンピュータにより
実装される要素である。コンピュータは，各種端末，携帯端末，ノート型パソコン，パー
ソナルコンピュータ及びサーバのいずれであってもよい。
【００２３】
　図２は，コンピュータの基本構成を示すブロック図である。この図に示されるように，
コンピュータは，入力部３１，出力部３３，制御部３５，演算部３７及び記憶部３９を有
しており，各要素は，バス４１などによって接続され，情報の授受を行うことができるよ
うにされている。例えば，記憶部には，制御プログラムが記憶されていてもよいし，各種
情報が記憶されていてもよい。入力部から所定の情報が入力された場合，制御部は，記憶
部に記憶される制御プログラムを読み出す。そして，制御部は，適宜記憶部に記憶された
情報を読み出し，演算部へ伝える。また，制御部は，適宜入力された情報を演算部へ伝え
る。演算部は，受け取った各種情報を用いて演算処理を行い，記憶部に記憶する。制御部
は，記憶部に記憶された演算結果を読み出して，出力部から出力する。このようにして，
各種処理が実行される。以下説明する各要素は，コンピュータのいずれかの要素に対応し
ていてもよい。
【００２４】
　図３は，本発明のシステム例を示す概念図である。図３に示されるように，本発明のシ
ステム（本発明の装置を含むシステム）は，インターネット又はイントラネット４３と接
続された携帯端末４５と，インターネット又はイントラネット４３に接続されたサーバ４
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７とを含むものであってもよい。もちろん，単体のコンピュータや携帯端末が，本発明の
装置として機能してもよいし，複数のサーバが存在してもよい。
【００２５】
　プレゼンテーション支援システム１
　プレゼンテーション支援システムは，話者（プレゼンテーター）がプレゼンテーション
資料を用いて説明やプレゼンテーションを行う際に，それを支援するためのコンピュータ
を用いたシステムである。プレゼンテーション支援システム１は，特に，プレゼンテータ
ーのプレゼンテーションをコンピュータにより音声認識し，音声認識したプレゼンテーシ
ョンに含まれる用語を用いて，次に表示することが望ましいプレゼンテーション資料（又
はその候補）をコンピュータが抽出することで，プレゼンテーションを臨機応変かつダイ
ナミックに行うことができるように支援するシステムに関する。
【００２６】
　プレゼンテーション資料記憶部３は，プレゼンテーション資料を記憶するための要素で
ある。例えば，コンピュータの記憶部が，プレゼンテーション記憶部として機能する。プ
レゼンテーション資料の例は，パワーポイント（登録商標）の各頁である。プレゼンテー
ション資料は，複数のページを含むあるパワーポイントなどの資料であってもよい。つま
り，プレゼンテーション資料は，プレゼンテーションとして表示される表示要素を複数含
む，一連のページ候補の集合であってもよい。プレゼンテーション資料は，コンピュータ
に格納され，表示部に表示されて話者本人，会話相手又は聴衆にプレゼンテーションを行
うことができるようにされる資料である。
【００２７】
　関連語記憶部５は，プレゼンテーション資料記憶部３が記憶したプレゼンテーション資
料に関連した複数の関連語を記憶するための要素である。例えば，コンピュータの記憶部
が，関連語記憶部として機能する。プレゼンテーション資料に関連した複数の関連語の例
は，パワーポイントの各頁に基づいて説明を行う際に，用いることありうる用語である。
記憶部は，パワーポイントなどのプレゼンテーション資料の各頁と関連して，複数の関連
語を格納する。記憶部は，プレゼンテーション資料の情報（例えば，ファイルＩＤやペー
ジ番号）と関連して，そのプレゼンテーション資料に関連した複数の関連語を記憶する。
関連語の例は，「糖尿病」，「新薬」，「ＸＹＺ」，「ＡＢＣ」（他の治療剤の名称），
「血糖値」，「副作用」,「血糖」，「緑内障」，「網膜症」，「インスリン」，「ＤＣ
製薬」，「副作用」「添付文書」である。
【００２８】
　後続情報記憶部７は，関連語記憶部５が記憶した複数の関連語のそれぞれについて，次
に用いることが望ましい１又は複数の関連語である後続関連語に関する情報を記憶するた
めの要素である。例えば，コンピュータの記憶部が，後続情報記憶部として機能する。例
えば，記憶部は，「糖尿病」及び「ＸＹＺ」という関連語に関して，「副作用」「添付文
章」という後続する関連語を後続関連語に関する情報として記憶する。
【００２９】
　用語解析部９は，会話に含まれる単語を解析し，会話情報を得るための要素である。会
話に含まれる単語を解析し，第１の会話情報を得るための要素である。例えば，マイクを
介して，プレゼンテーション支援システムに音声が入力される。すると，プレゼンテーシ
ョン支援システムは，会話（音声）を記憶部に記憶する。用語解析部９は，会話に含まれ
る単語を解析し，会話情報を得る。第１の会話情報の例は，音声を音情報に直したもので
ある。なお，プレゼンテーション支援システムは，会話文に含まれる語句を変換する変換
語の候補を記憶したデータベースを有しており，その変換語の候補を用いて，会話文を変
換してもよい。
【００３０】
　関連語解析部１１は，用語解析部９が解析した単語が，複数の関連語のいずれかかであ
るか解析するための要素である。関連語記憶部５は，プレゼンテーション資料と関連して
，複数の関連語を記憶している。コンピュータは，プレゼンテーション資料と関連した関
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連語を読み出し，会話に含まれる単語が，それらの関連語と一致するか否か求める処理を
行う。そして，会話に含まれる単語が，いずれかの関連語と一致する場合は，その関連語
を（解析関連語）として記憶し，後述の処理を行う。
【００３１】
　表示部１３は，プレゼンテーション資料及び関連語を表示するための要素である。表示
部１３の例は，モニタやディスプレイである。コンピュータは，記憶部に記憶したプレゼ
ンテーション資料に関する情報を読み出して，モニタやスクリーンにプレゼンテーション
資料を表示する。そのようにして，会話相手や聴衆にプレゼンテーション資料を表示でき
る。
【００３２】
　後続関連語選択部１５は，関連語解析部が解析した関連語である解析関連語に関する情
報と，後続情報記憶部７から解析関連語に関する後続関連語を選択するための要素である
。コンピュータは，解析関連語として記憶された関連語を記憶部から読み出す。そして，
コンピュータは，その読み出した関連語に関する情報を用いて，後続情報記憶部７から，
後続関連語に関する情報を読み出す。
【００３３】
　このような構成を有するので，この態様のシステムは，プレゼンテーションに応じて，
臨機応変にプレゼンテーション資料の順番や用いる関連プレゼンテーション資料を適切に
調整する準備を行うことができる。
【００３４】
　上記のプレゼンテーション支援システム１のある好ましい態様は，後続関連語選択部１
５が選択した解析関連語に関する後続関連語を表示部１３に表示させる関連語表示制御部
１７をさらに有するものである。関連語表示制御部１７は，記憶部から，後続関連語に関
する情報を読み出し，その読み出した後続関連語を表示部に表示させる。このようにして
，表示部に，ある関連語について，次に説明することが望ましい用語である後続関連語が
表示部に表示されることとなり，プレゼンテーションを円滑に行うことに寄与することと
なる。
【００３５】
　上記のプレゼンテーション支援システム１のある好ましい態様は，プレゼンテーション
資料記憶部３は，プレゼンテーション資料に含まれる各関連プレゼンテーション資料を複
数の関連語のいずれかと関連付けて記憶するものに関する。そして，そのシステムは，関
連プレゼンテーション資料表示制御部１９を有する。関連プレゼンテーション資料表示制
御部は，後続関連語選択部１５が選択した後続関連語に関する情報を用いて，後続関連語
に関連した関連プレゼンテーション資料を表示部１３に表示させるための要素である。関
連プレゼンテーション資料表示制御部は，後続関連語に関する情報を受け取り，記憶部か
ら後続関連語と関連して記憶されているプレゼンテーション資料（関連プレゼンテーショ
ン資料）を読み出す。そして，関連プレゼンテーション資料表示制御部は，記憶部から読
み出した関連プレゼンテーション資料を表示部が表示するように制御する。
【００３６】
　つまり，会話が実際に行われたことに基づく，関連語ではなく，その関連語に続くこと
が望ましい後続関連語に関するプレゼンテーション資料が読み出されて，表示されること
で，プレゼンテーションをスムーズに行うことができることとなる。この関連プレゼンテ
ーション資料表示制御部を有するので，この態様のシステムは，プレゼンテーションに応
じて，臨機応変にプレゼンテーション資料の順番や用いる関連プレゼンテーション資料を
適切に調整し，表示できる。
【００３７】
　上記のプレゼンテーション支援システム１のある好ましい態様は，関連語解析部が解析
した関連語を会話情報と関連させて記憶する使用関連語記憶部２１をさらに有する。例え
ば，記憶部が使用関連語記憶部として機能する。会話情報の例は，誰が誰に対していつど
のプレゼンテーション資料を用いて説明したかといった情報である会話情報と関連してど
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の関連語を話したかを記憶できるので，説明者が説明責任を果たしたかを迅速にチェック
できる。また，優れた説明者（例えば優秀なＭＲ）のプレゼンテーションをもとに，関連
語の登場順を記憶することができ，関連語の登録順のパターニングに役立てることができ
るようになる。
【００３８】
上記のプレゼンテーション支援システム１のある好ましい態様は，複数の関連語には，プ
レゼンテーション資料と関連して用いてはならない禁忌語を含み，後続情報記憶部は，禁
忌語と関連した後続関連語に関する情報である修正語を含む。そして，そのシステムは，
修正指導部２３をさらに有する。修正指導部２３は，関連語解析部が解析した単語が，禁
忌語である場合は，表示部１３に修正語を表示させる。修正後は，禁忌語が用いられたの
ちに，用いることが望ましい用語であるから，禁忌語に関する後続関連語である。修正指
導部は，さらに何らかのアラートを出力してもよい。記憶部は，例えば，関連語が禁忌語
（ＮＧワード）である場合には，それに対応するフラグを立てておけばよい。プレゼンテ
ーション支援システムは，このフラグが読み出された場合は，アラートを出力するように
制御してもよい。アラートの例は，注意文「ＮＧワードが使用されました。修正してくだ
さい」という表示がプレゼンテーター用の表示部に表示されるものであってもよい。また
，後続関連語が表示部に表示される場合に，関連語に赤枠が設けられる，関連語が赤く表
示されるといった，通常の関連語が表示される場合と異なる表示を行い，プレゼンテータ
ーの注意を喚起できるようにしてもよい。アラート情報が，プレゼンテーターの携帯端末
（例えば，携帯電話，スマートフォン，時計）に送信されて，様々なアラートを出力する
（例えば，携帯端末が振動する。）ようにすればよい。
【００３９】
上記のプレゼンテーション支援システム１のある好ましい態様は，後続情報記憶部７が記
憶する後続関連語に関する情報は，プレゼンテーション資料に関連する複数の会話に含ま
れる複数の関連語の登場順を解析することで更新されるものである。例えば，成績の良か
った担当者の会話を分析し，リコメンド（後続関連語）を更新することができる。この例
では，記憶部が，関連語が用いられた順番を記憶する。そして，ある関連語が用いられた
場合に，次に用いられることが多い関連語を統計解析する。そのようにして，後続関連語
の順位や候補を選択することができ，選択された後続関連語を用いて，記憶部の情報を更
新すればよい。
【００４０】
上記のプレゼンテーション支援システム１のある好ましい態様は，後続情報記憶部７は，
　後続関連語に関する情報を複数パターン記憶し，後続関連語選択部１５は，複数パター
ンのうちいずれかが選択された場合，選択されたパターンに関連する後続関連語を選択す
るものである。
【００４１】
　これにより，例えば，複数パターン（モード）として，標準モードや，敏腕モード，対
初心者モード，対専門家モード，朗らかモード，ゆっくりモードなど，複数のパターンを
準備しておき，相手やプレゼンテーターの体調・好みに合わせて，プレゼンテーションを
行うことができることとなる。
【００４２】
　次に，上記のシステムを用いたプレゼンテーション支援方法の例を説明する。
　図４は，プレゼンテーション支援方法の例を示すフローチャートである。この方法は，
コンピュータにより実装されるものであり，本発明は，コンピュータを上記した各要素と
して機能させるプログラムの他，コンピュータを以下に説明する書く工程を実行させるよ
うにするプログラムをも提供する。
【００４３】
　資料選択工程（Ｓ１０１）
　プレゼンテーターがコンピュータにインストールされたプレゼンテーション資料を選択
する。すると，コンピュータは，あるプレゼンテーション資料が選択された情報を受け取
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る。プレゼンテーション資料記憶部には，複数のプレゼンテーション資料が記憶されてお
り，あるプレゼンテーション資料が選択された情報に基づいて特定のプレゼンテーション
資料が読み出される。なお，コンピュータは，選択されたプレゼンテーション資料を記憶
部から読み出し，表示部に表示させてもよい。表示部は，プレゼンテーター用のコンピュ
ータの表示部であってもよいし，相手方に見せるコンピュータの表示部であってもよいし
，これらの両方であってもよい。
【００４４】
　用語読出工程（Ｓ１０２）
　関連語記憶部には，各プレゼンテーション資料に関連した複数の関連語が記憶されてい
る。また，後続情報記憶部には，各関連語に関して，後続関連語に関する情報が記憶され
ている。あるプレゼンテーション資料が選択された情報に基づいて，各関連語及び後続関
連語に関する情報が読み出される。
【００４５】
　図５は，あるプレゼンテーション資料に関する関連語及び後続関連語の流れを説明する
ための概念図である。この例では，関連語としてＡ１～Ａ４があり，Ａ１に関する後続関
連語としてＢ１～Ｂ３がある。なお，資料選択工程（Ｓ１０１）の前後に，関連用語や後
続関連語に関するモードが選択され，選択されたモードに従った関連語及び後続関連語の
流れが選択されるようにされていてもよい。そうすることで，会場や相手の雰囲気を考慮
して，説明のモード（例：非常にわかりやすく，簡潔に，ダイナミックに，過去の営業成
績の良いパターンで）を選択できることとなる。
【００４６】
　音声認識工程（Ｓ１０３）
　コンピュータは，マイクなど収音機器を用いて，音声をコンピュータ内に入力する。そ
して，適宜デジタル情報に変換して，記憶部に記憶する。そして，用語解析部は，音声解
析プログラムを用いて，会話に含まれる単語を解析し，会話情報を得る。このような音声
変換システムは公知である。
【００４７】
　関連語解析工程（Ｓ１０４）
　関連語解析部は，用語解析部が解析した単語が，複数の関連語のいずれかかであるか解
析する。この作業は，関連語（Ａ１～Ａ４）を読み出し，用語解析部が解析した単語と照
合することで，用語解析部が解析した単語が関連語（Ａ１～Ａ４）のいずれかであるか判
断し，関連語（Ａ１～Ａ４）が登場するまで，解析した用語が関連語（Ａ１～Ａ４）であ
るか判断し続ければよい。例えば用語解析部が解析した単語が．関連語（Ａ１）と一致し
た場合，その関連語（Ａ１）が解析関連語として記憶部に記憶されてもよい。
【００４８】
　後続関連語選択工程（Ｓ１０５）
　ある関連語が用いられた場合，後続関連語選択部は，記憶部から解析関連語（Ａ１）を
読み出すとともに，後続情報記憶部から解析関連語に関する後続関連語を選択する。例え
ば，用語解析部が解析した単語（したがってプレゼンテーターが話した言葉）が，関連語
（Ａ１）である場合，その後続関連語（Ｂ１～Ｂ３）が読み出される。このように後続関
連語が読み出されるので，この方法では，ユーザーに対し，様々な支援を行うことができ
ることとなる。
【００４９】
　後続関連語表示工程（Ｓ１０６）
　コンピュータは，読み出された後続関連語（Ｂ１～Ｂ３）を表示部に表示されているプ
レゼンテーションの所定の箇所に表示する。この後続関連語（Ｂ１～Ｂ３）は，プレゼン
テーターが視認できるコンピュータの表示部に表示され，相手の表示部に表示されないこ
とが好ましい。もっとも，一つのパソコンを用いて，プレゼンテーションを行っても構わ
ない。
【００５０】
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　図６は，複数の後続関連語が，表示部に表示された例を示す概念図である。この例では
，後続関連語として，インタラクティブ，及びソリューションが表示され，これらのいず
れかが選択されると，それぞれの後続関連語に関連したページが読み出されて，表示部に
表示されるようにされている。
【００５１】
　後続資料表示工程（Ｓ１０７）
　例えば，コンピュータの表示部がタッチパネルとなっており，ユーザーが表示部に表示
された後続関連語のいずれかをタッチする。すると，コンピュータに，後続関連語が選択
されたことに関する情報が入力される。この情報の入力は，マウスや他の手段を用いた入
力であってもよい。コンピュータは，後続関連語に関連したプレゼンテーション資料や頁
を記憶しているので，入力された後続関連語に関連したプレゼンテーション資料又はその
ページが表示部に表示される。
【産業上の利用可能性】
【００５２】
　この発明は，プレゼンテーション支援装置に関するので，情報関連産業において利用さ
れうる。
【符号の説明】
【００５３】
１　プレゼンテーション支援システム
３　プレゼンテーション資料記憶部
５　関連語記憶部
７　後続情報記憶部
９　用語解析部
１１　関連語解析部
１３　表示部
１５　後続関連語選択部
１７　関連語表示制御部
１９　関連プレゼンテーション資料表示制御部
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